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Orchestration サービス 
このレッスンでは、HCL Volt MX Foundry の Orchestrationサービスについて紹介します。このレッスンで
は、以下について学習します。 

• FoundryでOrchestrationサービスを構成する方法 

このドキュメントでは、このレッスンのハンズオン部分の詳細な手順を説明します。 

前提条件 
• HCL Volt MX Foundryコンソールにアクセスできる。 
• 前のレッスンでハンズオンの手順を完了していること。 

Foundry で Integration サービスを構成して、場所の詳細が与え

られた都市の名前を取得する  
• Foundryコンソールにログインします。 

 

 

• 前のレッスンで作成した Foundryアプリ (VoltMXBootcamp等) を開きます。 
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• Configure services > Integration の下にある CONFIGURE NEW をクリックします。 
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• Integrationサービスの名前を OpenstreetLocationsService とします。 
• Service Type を XML と選択します。 
• Base URL の値として http://nominatim.openstreetmap.org/ を使用します。 
• SAVE & ADD OPERATIONをクリックします。Integrationサービスが作成されます。 

 

 



 

 6 © 2022 HCL Software
  

HCL Volt MX Bootcamp Exercises 

 

• NewOperation タブで、 
o Name の値を getCityNameBasedOnLocation とします。 
o Target URL にサフィックス reverse?format=xml&lat=$lat&lon=$lonを入力します。 
o Request Input > Body タブで、 Add Parameter をクリックします。 
o NAME の値を lat とします。 
o TEST VALUE と DEFAULT VALUE の値を 47.60799140597074 とします。 
o Request Input > Body タブで Add Parameter をクリックします。 
o NAME の値を lon とします。 
o TEST VALUE と DEFAULT VALUE の値を -122.3389692401529 とします。 
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• SAVE AND FETCH RESPONSE をクリックします。 
• Request Payload , Backend Response , Output Result を確認します。 
• Backend Response では、OpenStreet から Foundry に送信されたレスポンスが表示されます。 

 

 

  



 

 8 © 2022 HCL Software
  

HCL Volt MX Bootcamp Exercises 

 

• Response Output を設定します。 
• Backend Response を使ってレスポンス出力を作成します。 
• Add Parameter をクリックします。 
• NAME の値を cityname とします。 
• PATH の値を //addressparts/city とします。 
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• SAVE AND FETCH RESPONSE をクリックします。 
• Request Payload , Backend Response , Output Result を確認します。 
• Output Result では、Foundryがフロントエンドアプリケーションに送信するレスポンスが表示されます。 
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都市の天気の詳細を取得するための Integration サービスを

Foundry で構成する  
• Configure services > Integration の下にある CONFIGURE NEW をクリックします。 
• Integration Serviceの名前を OpenweatherServices とします。 
• Service Type を JSON にします。 
• Base URL の値として https://api.openweathermap.org/data/2.5/ を使用します。 
• SAVE & ADD OPERATIONをクリックします。Integrationサービスが作成されます。 
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• NewOperation タブで、 
o Name の値を getWeatherByCityName とします。 
o Target URL に、サフィックスとして 

weather?q=$cityname&appid=7fd82bbcddf7fca658e257db4c6577f3 を入力します。 
• Request Input > Bodyタブで、Add Parameterをクリックします。 

• NAME の値を cityname とします。 
• TEST VALUE の値を Seattle とします。 
• SAVE AND FETCH RESPONSE をクリックします。 
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• Request Payload , Backend Response , Output Result をチェックします。 
• Backend Response では、Openweathermap から Foundry に送信されたレスポンスが表示されます。 
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• Response Output を設定します。 
• Backend Response を使ってレスポンス出力を作成します。 
• Backend Response で、歯車のアイコン ( Add All to Response Output ) をクリックします。 

 

 

  

現時点は応答出力はありません 
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• SAVE AND FETCH RESPONSE をクリックします。 
• Request Payload , Backend Response , Output Result を確認します。 
• Output Result には、Foundryがフロントエンドアプリケーションに送信するレスポンスが表示されます。 
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• OpenstreetLocationsService > getCityNameBasedOnLocation Integrationサービスオペレーション
を開いてください。 

• レスポンス出力で、 cityname パラメータの SCOPE の値を session にします。SAVE OPERATION 
をクリックします。 
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• OpenweatherServices > getWeatherByCityName Integrationサービス操作を開きます。 
• リクエスト入力で、 cityname パラメータの値を VALUE にして、session に設定します。SAVE 

OPERATION をクリックします。 
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位置情報に基づいて天気の詳細を取得するための Foundry の

Orchestration サービスの構成 
• Configure services > Orchestration の下にある CONFIGURE NEW をクリックします。 

 

• Nameを CityWeatherServices とします。SAVE & ADD OPERATION をクリックします。
Orchestrationサービスが作成されます。 
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• NewOperation タブで、 
o Name の値を getWeatherByLocation とします。 
o Operation Execution Type の値を Composite Sequential に変更します。 

 

• Operation Mapping で、OpenstreetLocationsService > getCityNameBasedOnLocationサービス操作
にカーソルを合わせて、ADD をクリックします。右側に追加されたことを確認します。 

 



 

 20 © 2022 HCL Software
  

HCL Volt MX Bootcamp Exercises 

 

 

• OpenweatherServices - getWeatherByCityNameサービスオペレーションにカーソルを合わせて、
ADD をクリックします。右側に追加されたことを確認します。 
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• SAVE AND FETCH RESPONSE をクリックします。 
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• Request Payload と Output Result を確認します。 
• Output Result には、Foundryがフロントエンドアプリケーションに送信するレスポンスが表示されま

す。これには getCityNameBasedOnLocation と getWeatherByCityName 操作からのレスポンスが
含まれます。 
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• Publish タブで、環境を選択し、PUBLISH をクリックします。Foundryアプリが公開されるのを待ち
ます。 

注：環境名は、Foundryの構成によって異なる場合があります。以下のスクリーンショットでは、
VoltMX Foundry Cloud が、私たちの Foundryの構成で使用した環境名です。 
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• 公開に成功すると、Primary App Key 、Primary App Secret などの詳細が表示されます。 

 

• ランタイムコンソールを開き、サービスをテストします。CONSOLES の下にある最初の円をクリック
します。 

 

• ランタイムコンソールが別タブで開かれます。OpenstreetLocationsService のサービス名を検索しま
す。 
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• OpenstreetLocationsService で動作をテストします。 
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• Orchestration Service の CityWeatherServices をテストします。 
• Orchestration services で CityWeatherServices を検索します。 

 

• getWeatherByLocation オペレーションを開きます。Get Response をクリックします。 
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• オーケストレーションされた両方のサービスからの応答が含まれていることを確認します。 

 

おめでとうございます。このレッスンのハンズオンが完了しました。 
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